
は
じ
め
に

珪
酸
を
主
成
分
と
す
る
鉱
物
に
「
石
英
」
が
あ
る
。
そ
の
結
晶
が
六
角
柱
状
に
成
長
し
た
も
の

を
「
水
晶
」
と
呼
ぶ
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
の
本
草
書
に
拠
れ
ば
、
こ
の
「
石
英
」
と
「
水
晶
」
と

い
う
名
の
用
い
ら
れ
方
は
逆
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
草
書
に
お
け
る
「
水
晶
」
の
「
晶
」
と
現
在

の
そ
れ
と
は
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
現
在
の
用
い
ら
れ
方
が
本
来
の
用
法

を
誤
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
石
英
」
と
の
関
係
を
明
ら
か

に
し
つ
つ
、「
水
晶
」
と
い
う
語
の
歴
史
を
追
っ
て
み
た
い
。

な
お
、
江
戸
時
代
以
前
で
は
「
水
晶
」
は
「
水
精
」
と
も
書
か
れ
る
。
本
稿
で
は
現
在
一
般
的

に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
水
晶
」
を
用
い
る
が
、
古
典
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
原
文
の
ま
ま
に

「
水
精
」
と
も
記
す
こ
と
に
す
る
。

1　

『
本
草
綱
目
』
の
「
石
英
」
と
「
水
精
」
の
説
明

中
国
の
本
草
書
す
な
わ
ち
薬
物
書
で
あ
る
陶
弘
景
の
『
神
農
本
草
経
集
注
』（
斉
〔502-532

〕

頃
成
）
や
蘇
敬
等
の
『
新
修
本
草
』（
唐
・
顯
慶
四
年
〔659

〕
成
）
は
奈
良
時
代
の
日
本
に
将

来
さ
れ
て
お
り
、『
新
修
本
草
』
に
見
え
る
漢
名
の
品
名
に
対
す
る
和
名
を
宛
て
た
深
根
輔
仁
の

『
本
草
和
名
』
も
延
喜
十
八
年
〔918

〕
頃
に
は
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
本
草
書
の
中
に
「
白

石
英
」「
紫
石
英
」
が
見
え
、「
石
英
」
は
石
薬
の
名
前
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
注

①
）。『
続
日
本
紀
』
元
明
天
皇
和
銅
六
年
〔713

〕
五
月
十
一
日
条
に
「
令
三
大
倭
・
参
河
、
並

献
二
雲
母
一
。
伊
勢
、
水
銀
。
相
模
、
石
硫
黄
・
白
礬
石
・
黄
礬
石
。
近
江
、
慈
石
。
美
濃
、
青

礬
石
。
飛
騨
、
若
狭
、
並
礬
石
。
信
濃
、
石
硫
黄
。
上
野
、
金
青
。
陸
奥
、
白
石
英
・
雲
母
・
石

硫
黄
。
出
雲
、
黄
硫
黄
。
讃
岐
、
白
硫
黄
」
と
「
白
石
英
」
の
名
が
見
え
る
が
、
各
国
に
献
上
を

命
じ
ら
れ
た
他
の
鉱
物
も
、
す
べ
て
『
新
修
本
草
』（『
本
草
和
名
』）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
（
注

②
）、
石
薬
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
続
日
本
後
記
』
嘉
祥
三
年
〔850

〕
三
月
二
十
五
日

条
に
嵯
峨
天
皇
が
仁
明
天
皇
に
良
薬
と
し
て
勧
め
た
の
も
「
金
液
丹
」（
注
③
）
と
「
白
石
英
」

で
あ
っ
た
（「
勅
曰
、
予
昔
亦
得
二
此
病
一
、
衆
方
不
レ
効
、
欲
レ
服
二
金
液
丹
并
白
石
英
一
。
衆
方 

禁
レ
之
不
レ
許
。
予
猶
強
服
。
遂
得
二
疾
愈
一
」)

。

こ
れ
に
対
し
て
、「
水
精
」
あ
る
い
は
「
水
晶
」
の
名
は
本
草
書
に
は
見
え
ず
、『
出
雲
国
風

土
記
』（
天
平
五
年
〔733

〕
成
）
に
「
意
宇
郡
長
江
山
郡
家
東
南
有
二
水
精
一
」
と
あ
り
、『
正
倉

院
文
書
』（
天
平
六
年
〔734

〕
八
月
二
〇
日
・
出
雲
国
計
会
帳
）
に
「
同
月
十
九
日
進
二
上
水
精

珠
壱
伯
伍
拾
顆
一
事
」
と
あ
り
、
源
順
の
『
和
名
類
聚
抄
』（
承
平
年
間
〔931-938

〕
成
）
で
も

「
玉
類
」
の
部
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
も
『
枕
草
子
』（
能
因
本
）
に
「
月
の
い
と
あ
か
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き
夜
、
川
を
わ
た
れ
ば
、
牛
の
歩
む
ま
ま
に
、
す
い
さ
う
な
ど
の
わ
れ
た
る
や
う
に
、
水
の
散
り

た
る
こ
そ
お
か
し
け
れ
」（
二
〇
八
「
月
の
い
と
あ
か
き
夜
」）
な
ど
と
見
ら
れ
、
宝
石
の
名
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
我
が
国
に
お
け
る
「
石
英
」
と
「
水
精
」
は
右
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
慶
長
九
年
〔1604

〕
頃
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
李
時
珍
の

『
本
草
綱
目
』（
明
・
萬
暦
二
十
四
年
〔1596

〕
刊
）
の
「
水
精
」
の
項
と
「
白
石
英
」
お
よ
び

「
紫
石
英
」
の
項
と
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
日
に

至
る
「
石
英
」
と
「
水
晶
」
の
名
称
を
め
ぐ
る
議
論
も
そ
の
議
論
が
元
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、『
本
草
綱
目
』
の
説
明
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
先
ず
「
水
精
」
の
項
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
（
長
文
の
割
注
は
〈　

〉
内
に
単
行
に
記
す
）。

水
精 

拾遺 

釈
名 

水
晶 

綱目 

水
玉 

綱目 

石
英
〈
時
珍
曰 

瑩
澈
晶
光
如
二
水
之
精
英
一
。
会
意
也
。
山
海

経
謂
二
之
水
玉
一
、
広
雅
謂
二
之
石
英
一
〉

集
解
〈
時
珍
曰 

水
精
亦
頗
藜
之
属
。
有
二
黒
白
二
色
一
。
倭
国
多
二
水
精
一
第
一
。
南
水
精

白
、
北
水
精
黒
。
信
州
武
昌
水
精
、
濁
性
堅
而
脆
。
刀
刮
不
レ
動
。
色
澈
如
レ
泉
、
清
明

而
瑩
、
置
二
水
中
一
無
レ
敗
、
不
レ
見
レ
珠
者
佳
。
古
語
云
、
氷
化
、
謬
言
也
。
薬
焼
成
者
、

有
二
気
眼
一
、
謂
二
之
硝
子
一
、
一
名
海
水
精
。

『
新
註
校
訂 

国
訳
本
草
綱
目
』(

春
陽
堂
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
〔1974
〕
刊)

の
現
代
語
訳
を
掲
げ

て
お
く
（
以
下
同
じ
）。

水
精
（
拾
遺
）
釈
名 

水
晶
（
綱
目
）
水
玉
（
綱
目
）
石
英　

時
珍
曰
く
、
明
に
透
き
通
る
晶

光
が
水
の
精
英
の
や
う
だ
と
い
ふ
。
会
意
の
名
称
で
あ
る
。
山
海
経
に
は
水
玉
と
い
ひ
、
広
雅
に

は
石
英
と
謂
つ
て
あ
る
。 

集
解 

時
珍
曰
く
、
水
精
も
や
は
り
頗は

藜り

の
属
で
，
黒
白
の
二
色
が
あ
る
。
水
精
の
多
い

こ
と
で
は
倭
国
が
第
一
で
あ
る
。
南
水
精
は
白
く
、
北
水
精
は
黒
く
、
信
州
（
引
用
者
注

─
中
国
江
西
省
）
武
昌
の
水
精
は
濁
つ
て
ゐ
る
。
性
は
堅
く
脆も
ろ

く
、
刀
で
刮け
づ

つ
て
も
切
れ

ぬ
。
色
は
泉
の
や
う
に
透
き
徹
り
清
明
で
瑩
あ
ざ
や
か

だ
。
水
中
に
置
い
て
取
ら
う
と
す
れ
ば
、

何
れ
が
珠
か
見
判
得
ぬ
も
の
が
佳
い
も
の
で
あ
る
。
古
人
の
語
に
氷
が
化
し
た
も
の
だ
な

ど
と
い
ふ
の
は
謬
妄
だ
。

標
出
語
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
書
名
は
、
中
国
歴
代
の
本
草
書
に
お
い
て
そ
の
品
目
を
初
め
て

取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
本
草
書
で
「
水
精
」
を
初
め
て
取
り
上
げ
た
の

は
陳
蔵
器
撰
『
本
草
拾
遺
』（
唐
・
開
元
二
十
七
年
〔739

〕
成
）
で
あ
る
。

釈
名
と
は
「
別
名
を
掲
げ
て
そ
の
出
典
を
注
記
し
、
あ
る
い
は
名
称
の
由
来
や
字
義
を
注
記

し
た
も
の
」（
注
④
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
珍
は
「
水
精
」
の
別
名
と
し
て
「
水
晶
」「
水

玉
」「
石
英
」
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、「
水
玉
」
を
別
名
と
し
た
根
拠
は
『
山
海
経
』
に
「
同
庭

山
多
二
水
玉
一
〈
今
水
精
也
〉」
と
あ
る
こ
と
で
あ
り
、「
石
英
」
を
別
名
と
し
た
の
は
『
広
雅
』

（
巻
九
「
玉
」
の
項
）
に
「
水
精
謂
二
之
石
英
一
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、「
水
晶
」
を
別

名
と
し
た
の
は
「
水
精
」
が
「
瑩
澈
晶
光
如
二
水
之
精
英
一
」（
明
ら
で
透
き
徹
る
晶
光
は
水
の

精
英
の
よ
う
で
あ
る
）
と
い
う
理
由
に
よ
る
。「
瑩
澈
晶
光
」「
水
之
精
英
」
は
、
と
も
に
玉
の

よ
う
な
澄
ん
だ
水
の
輝
き
を
意
味
す
る
。『
玉
篇
』
に
「
瑩
、
玉
色
也
」「
澈
、
水
澄
也
」
と
あ

る
。
ち
な
み
に
「
石
英
」
の
「
英
」
も
ま
た
、『
説
文
通
訓
定
声
』
に
「
英
、
叚
借
為
レ
瑛
」
と

あ
り
、『
説
文
解
字
』
に
「
瑛
、
玉
光
也
。
从
レ
王
英
声
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
水
精
」
は

水
の
瑩
澈
な
さ
ま
を
表
現
す
る
と
き
に
も
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
会
意
也
」
と
あ
る
の

は
、「
晶
」
の
字
が
『
説
文
解
字
』
に
「
精
光
也
。
从
三
日
」
と
あ
り
、「
日
」
を
三
つ
並
べ
た
形

で
輝
き
を
意
味
す
る
会
意
の
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、「
白
石
英
」「
紫
石
英
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

白
石 

英
本
経
下
品 

釈
名 

〈
時
珍
曰 

徐
鍇
云
、
英
亦
作
瑛
。
玉
光
也
。
今
五
種
石
英
。
皆
石
之
似
レ
玉

有
二
光
瑩
一
者
〉

集
解 

別
録
曰
、
白
石
英
生
二
紫
華
陰
山
谷
及
太
山
一
。
大
如
レ
指
、
長
二
三
寸
、
六
面
如
レ

削
、
白
徹
有
レ
光
。
長
五
六
寸
者
弥
佳
。
其
黄
端
白
稜
名
二
黄
石
英
一
、
赤
端
白
稜
名
二
赤

石
英
一
、
青
端
赤
稜
名
二
青
石
英
一
、
黒
沢
有
レ
光
名
二
黒
石
英
一
、（
中
略
）
宗
奭
曰 

白
石

英
状
如
二
紫
石
英
一
。
但
差や
や

大
而
六
稜
、
白
色
若
二
水
精
一
。（
下
略
）〉

白
石
英
（
本
経
上
品
） 

釈
名 

時
珍
曰
く
、
徐
鍇
は
「
英
は
瑛
と
も
書
く
。
玉
の
光
で
あ
る
」

と
い
つ
て
あ
る
。
今
の
五
種
の
石
英
は
皆
石
の
玉
に
似
た
も
の
で
、
光
の
透
き
徹
る
も
の
で
あ
る
。

集
解 

別
録
に
曰
く
、
白
石
英
は
華
陰
の
山
谷
、
及
び
太
山
に
生
ず
る
。
太
さ
指
ほ
ど
、

長
さ
二
三
寸
あ
り
、
削
つ
た
や
う
な
六
面
で
、
白
く
徹
つ
て
光
が
あ
る
。
長
さ
五
六
寸
の

も
の
が
一
層
佳
い
。
そ
の
黄
端
白
稜
な
る
も
の
を
黄
石
英
と
名
け
、
赤
黄
端
白
稜
な
る
を

赤
石
英
と
名
け
、
青
端
赤
稜
な
る
を
青
石
英
と
名
け
、
黒
沢
で
光
り
あ
る
を
黒
石
英
と
名

け
る
。（
中
略
）
宗
奭
曰
く
、
白
石
英
は
紫
石
英
と
同
様
で
や
や
大
き
く
、
六
稜
で
水
晶

の
や
う
に
色
が
白
い
（
下
略
）。

紫
石
英
本
経
下
品 

集
解 

〈
別
録
曰 

紫
石
英
生
二
太
山
山
谷
一
。
采と
る
に

無
レ
時
。
普
曰
（
中
略
）
欲
下
令
三
如
レ
削

紫
色
達
レ
頭
如
二
樗
蒲
一
者
上
。
弘
景
曰
（
中
略
）
会
稽
諸
墍
石
形
色
如
二
石
榴
子
一
（
中

略
）、 
禹
錫
曰
（
中
略
）
随
二
其
大
小
一
皆
五
稜
両
頭
如
二
箭や
じ
り鏃

一
。（
下
略
）〉

紫
石
英
（
本
経
上
品
）

集
解 

別
録
に
曰
く
、
紫
石
英
は
太
山
の
山
谷
に
生
ず
る
。
採
収
に
一
定
の
時
期
は
な

い
。
普
曰
く
、（
中
略
）
成
る
可
く
削
つ
た
や
う
な
形
の
頭
ま
で
紫
で
樗
蒲
（
引
用
者
注
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─
双
六
の
骰
）
の
如
き
を
択え
ら

ぶ
。
弘
景
曰
く
（
中
略
）
今
は
第
一
に
太
山
の
石
の
色
が
重

徹
し
て
下
に
根
あ
る
も
の
を
用
ゐ
る
。（
中
略
）
禹
錫
曰
く
（
中
略
）、
大
小
皆
五
稜
で
両

端
が
箭や
じ
り鏃

の
や
う
だ
。（
下
略
）

集
解
と
は
「
産
地
、
形
状
、
鑑
別
な
ど
に
関
す
る
諸
家
の
論
争
、
時
珍
の
見
解
な
ど
」
を
記

し
た
も
の
で
あ
る
（
注
⑤
）。「
宗
奭
曰
」
と
あ
る
の
は
寇
宗
奭
撰
『
本
草
衍
義
』（
宋
・
政
和
六

年
〔1116

〕
成
）
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、「
別
録
曰
」
は
『
名
医
別
録
』（
著
者
成
立
年
不
詳
。
陶

弘
景
『
神
農
本
草
経
集
注
』
以
前
の
書
、
漢
魏
以
下
の
名
医
の
所
用
薬
に
つ
い
て
記
し
た
も

の
）、「
普
曰
」
は
呉
普
著
『
呉
氏
本
草
』（
梁
の
時
代
〔502-557 ?

〕
成
）、「
弘
景
曰
」
は
陶
弘

景
著
『
神
農
本
草
経
集
注
』、「
禹
錫
曰
」
は
掌
禹
錫
等
撰
『
嘉
祐
補
注
本
草
』（
宋
・
嘉
祐
五
年

〔1061

〕
刊
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

2　

江
戸
期
本
草
学
に
お
け
る
「
石
英
」
と
「
水
精
」
を
め
ぐ
る
議
論

さ
て
、『
本
草
綱
目
』
の
説
明
を
踏
ま
え
て
、
結
晶
が
六
角
柱
状
に
成
長
し
た
も
の
を
「
水

晶
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
「
石
英
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
と
い
う
議
論
に
戻
れ
ば
、「
白
石
英
」「
紫
石
英
」

の
集
解
の
説
明
に
は
「
大
而
六
稜
」「
形
色
如
二
石
榴
子
一
」「
五
稜
両
頭
如
二
箭や
じ
り鏃

一
」
な
ど
と
と

あ
る
の
に
対
し
て
、「
水
精
」
の
説
明
に
は
そ
の
よ
う
な
説
明
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

現
在
の
「
水
晶
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
中
国
の
本
草
書
で
は
「
石
英
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
意
外
に
も
江
戸
時
代
の
学
者
に
は
『
本
草
綱
目
』
を
そ
の
よ
う
に
理
解

す
る
も
の
は
平
賀
源
内
以
外
に
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
次
節
に
そ
れ
ら

の
説
を
紹
介
す
る
。

2
│
1　

貝
原
益
軒
の
水
晶
総
称
説

貝
原
益
軒
は
『
本
草
綱
目
』
を
校
正
注
釈
し
た
和
刻
本
を
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
著
『
大
和

本
草
』（
宝
永
五
年
〔1708

〕
成
）
に
は
「
白
石
英
」「
紫
石
英
」
の
項
は
な
く
、「
水
晶
」
の
項

だ
け
が
あ
り
、「
水
晶
」
は
「
皆
六
角
」
と
説
明
す
る
。

日
本
ニ
多
シ
。
梵
ニ
頗ハ

黎リ

ト
云
。
大
小
皆
六
角
也
。
昔
マ
レ
也
。
水
晶
ノ
念
珠
貴
人
高
僧
ナ

ラ
デ
不
レ
能
レ
用
。
今
ハ
火
打
石
ニ
モ
用
レ
之
。
天
晴
タ
ル
時
水
精マ
マ

ヲ
ヨ
ク
ス
リ
、
ア
タ
ヽ
メ

テ
日
ニ
向
ツ
テ
火
ヲ
ト
ル
ル
下
ニ
熟
艾
ヲ
以
火
ヲ
ウ
ク
ベ
シ
。
灸
艾
ヲ
点
ズ
ル
火
ト
ス
。

詳
し
い
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
民
間
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
水

晶
」
で
あ
り
、「
石
英
」
と
い
う
名
は
石
薬
と
し
て
の
名
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

2
│
2　

平
賀
源
内
の
一
物
二
種
説

平
賀
源
内
の
『
物
類
品
隲
』（
宝
永
三
年
〔1763

〕
刊
）
に
は
「
六
面
削
ル
ガ
如
」
き
も
の
が

「
石
英
」
で
あ
り
、「
顆
塊
定
マ
ル
形
」
な
き
も
の
が
「
水
精
」
で
あ
る
と
す
る
。

水
精　

東
壁
（
引
用
者
注
─
李
時
珍
）
曰
ク
倭
国
水
精
多
シ
ト
。
此
ノ
物
本
邦
所
い
た
る
と
こ
ろ
に
在
ニ

産
ス
。
石
英
ト
一
物
二
種
ナ
リ
。
石
英
ハ
大
小
皆
六
面
削
ル
ガ
如
シ
。
水
精
ハ
顆
塊
定
マ
ル

形
ナ
シ
。
貝
原
先
生
ハ
水
精
大
小
皆
六
角
ナ
リ
ト
云
ハ
石
英
ヲ
指
ス
ニ
似
タ
リ

「
顆
塊
定
マ
ル
形
」
と
い
う
の
は
粒
が
塊
状
に
集
合
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
、「
水
精
」
は
結

晶
が
柱
状
に
成
長
せ
ず
塊
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
の
説
明
か
ら
は
そ
の

よ
う
な
結
論
に
な
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
説
明
を
補
足
す
れ
ば
、『
本
草
綱
目
』
の

「
白
石
英
」
の
項
の
「
集
解
」
に
引
か
れ
て
い
た
宗
奭
の
文
に
、「
白
石
英
」
は
形
に
お
い
て
は

「
紫
石
英
」
に
似
、
色
に
お
い
て
は
「
水
精
」
に
似
る
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、「
石
英
」
は

稜
角
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、「
水
精
」
は
稜
角
を
持
た
ず
白
い
塊
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
源
内
は
貝
原
益
軒
の
説
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
広
雅
』

に
「
水
精
、
謂
二
之
石
英
一
」
と
あ
る
の
も
、
源
内
は
、
単
に
「
石
英
」
を
「
水
精
」
の
別
名
と

理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
稜
角
を
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も
の
と
い
う
「
一
物
二
種
」
の
関
係
と

し
た
上
で
了
解
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

2
│
3　

寺
島
良
安
の
生
成
場
所
相
違
説

寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
〔1712

〕
自
序
）
は
『
本
草
綱
目
』
に
拠
っ

て
「
白
石
英
」「
紫
石
英
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
大
如
レ
指
、
長
二
三
寸
、
六
面
如
レ
削
白
徹
有
レ
光
」、 

「
随
二
其
大
小
一
皆
五
稜
、
両
頭
如
二
箭
鏃
一
」
と
説
明
し
つ
つ
、「
水
精
」
に
つ
い
て
も
「
石
に
付

い
て
生
じ
、
指
を
並
べ
て
つ
き
出
し
た
よ
う
で
、
五
角
あ
る
い
は
六
角
の
稜
が
あ
る
」
と
説
明
し

て
い
る
。

按
水
精
ハ
加
賀
之
産
最
吉
シ
。
日
向
次
レ
之
グ
。
豊
州
・
備
州
・
長
州
・
江
州
・
城
州
、
処
処

皆
有
ル
。
大
抵
潔
白
、
又
紫
青
黒
ノ
者
稀
ニ
有
リ
。
附
テ

二
于
石
ニ

一
生
ジ

、
如
ニ
ニ
シ
テ

レ
双
ベ
ル
ガ

レ 

指
ヲ

而
有
リ

レ
稜カ

ド

。
或
ハ

五
角
六
角
其
頭
如
シ

二

頭ト
ウ
キ
ン
ノ巾

一
。
碾ス
リ

二

磨ミ
ガ
キ

之
ヲ

一
為
レ
玉
ト
、
大
サ
径
尺
ノ 

者
為
レ
珍
ト
。
其
黒
キ
者
ハ
未
ダ

レ
見
。
凡
ス
ベ
テ
ノ

水
精
ハ
白
色
、
以
為
二
念ジ
ユ

珠ズ
ト

一
或
ハ

碾ス
リ
ヒ
ラ
タ
テ匾
作
ル

二 

眼メ
カ
ネ鏡

一
。（
下
略
）

す
な
わ
ち
、
稜
角
に
つ
い
て
は
「
石
英
」
と
「
水
精
」
と
の
区
別
は
な
い
が
、
両
者
は
そ
の
生

成
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
と
す
る
。

同志社女子大学　学術研究年報　第 67 巻　2016年106　（ 27 ）



2
│
4　

木
内
石
亭
の
透
明
・
不
透
明
説

木
内
石
亭
は
「
水
晶
石
英
一
通
り
同ど
う

性し
や
う

と
い
ひ
て
可
な
れ
ど
も
」
と
言
い
つ
つ
、
水
晶
は
透

明
で
、
稜
角
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
石
英
は
不
透
明
で
あ
っ
て
、「
水
晶
は
水
晶
に
し
て
石
英
と

は
別
種
也
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
『
雲
根
志
』（
前
編
安
永
二
年
〔1773

〕
刊
、
後
編
安
永
八
年

〔1779

〕
刊
、
三
編
享
和
元
年
〔1801

〕
刊
）
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

本
草
綱
目
、
時
珍
が
所
謂
紫
石
英
は
紫
水
晶
な
り
。
水
晶
石
英
一
通
り
同ど

う

性し
や
う

と
い
ひ
て
可

な
れ
ど
も
、
是
を
別わ
か
つに
口
伝
有
り
。
問
人
を
持
て
こ
れ
を
弁
ぜ
ん
。

（
後
編
巻
一
光
彩
類
・
紫
石
）

予
宝
暦
十
四
年
六
月
二
日
近
江
国
田
上
山
へ
水
晶
を
采
に
入
て
此
物
（
引
用
者
注
─
放
光

石
）
を
数
種
拾
ひ
得
た
り
。
此
所
に
て
里
民
水
晶
の
花
と
い
ふ
。
或
人
是
を
玻は

瓈り

と
す
。
し

か
れ
ど
も
水
晶
は
水
晶
に
し
て
石
英
と
は
別
種
也
。
甚
だ
堅
硬
に
し
て
清
潔
明
徹
氷
の
ご
と

し
。
此
所
に
て
拾
ひ
得
た
る
に
は
両
頭
と
も
に
な
し
。
破
欠
た
る
物
な
り
。
四
角
三
角
或
は

五
六
角
も
有
。
宗
奭
の
い
ふ
放
光
石
も
亦
石
英
也
と
本
草
に
み
え
た
り
。 （
同
右
・
放
光
石
）

玲
瓏
と
氷
の
如
き
も
の
、
水
粧マ
マ

と
し
る
べ
し
。
亦
透
か
ざ
る
物
を
石
英
と
し
る
べ
し
。

 

（
同
右
・
水
晶
）

長
一
寸
許
六
角
に
し
て
兎
巾
頭
両
頭
の
水
晶
な
り
。
至
て
明
白
日
に
照
し
て
彩
曜
す
。
俗
に

菩
薩
石
と
名
く
。
又
対
馬
に
同
物
あ
り
。
此
所
に
て
は
六
方
石
と
云
。
大
底
此
等
の
物
多
く

は
石
英
の
上
品
水
晶
の
小
き
も
の
な
り
。 

（
後
編
巻
一
光
彩
類
・
菩
薩
石
）

軸
水
晶
と
い
ふ
も
の
江
州
長
濱
御
坊
の
珍
蔵
に
あ
り
。
大
さ
掌
を
合
す
が
如
き
破
石
な
り
。

元
来
下
品
の
石
英
に
て
其
形
状
甚
異
体
な
る
無
双
の
奇
石
な
り
。
筆
の
軸
ば
か
り
な
る
細
長

き
直
な
る
石
数
数
個
石
英
と
混
雑
し
た
り
。
其
軸
の
周
り
に
小
細
な
る
石
英
に
て
菊
花
の
姿

を
な
す
。 

（
三
編
巻
四
・
軸
石
英
）

2
│
5　

小
野
蘭
山
の
異
称
同
質
説

小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
享
保
二
年
〔1802

〕
序
）
は
石
英
と
水
晶
と
は
「
異
称
同

質
」
と
言
う
。
源
内
の
「
一
物
二
種
」
と
い
う
説
明
と
の
違
い
が
明
確
で
は
な
い
が
、
蘭
山
は
加

工
さ
れ
る
上
質
の
も
の
を
「
水
精
」
と
呼
ぶ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

の
「
水
精
」
の
項
の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
文
中
の
傍
線
を
引
い
た
箇
所
が
蘭
山
の
主
張

で
あ
る
。
破
線
を
引
い
た
「
土
中
ニ
ア
ル
ヲ
水
精
ト
シ
、
石
ニ
ツ
ク
ヲ
石
英
ト
云
説
」
は
寺
島
良

安
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
見
え
た
説
で
あ
り
、「
稜
角
如
レ
削
者
是
石
英
、
無
二
稜
角
一
者
是
水

精
一
」
と
い
う
の
は
平
賀
源
内
の
説
で
あ
る
。
蘭
山
は
こ
れ
ら
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

（
前
略
）
水
精
、
石
英
モ
ト
同
物
ナ
リ
。
故
ニ
水
精
釈
名
ニ
石
英
ノ
名
ヲ
載
。
石
薬
爾
雅

ニ
白
石
英
、
一
名
水
精
ト
云
。
従
来
土
中
ニ
ア
ル
ヲ
水
精
ト
シ
、
石
ニ
ツ
ク
ヲ
石
英
ト
云

説
ア
リ
。
綱
目
ニ
モ
各
条
ニ
出
ス
。
并
ニ
穏
ナ
ラ
ズ
。
往
年
、
木
世
粛
ニ
答
ル
水
精
説
ア

リ
、
曰
、
水
精
之
於
二
石
英
一
也
異
称
同
質
矣
。
而
石
英
之
名
状
不
二
一
而
足
一
。
或
生
二
于

石
上
一
、
或
産
二
于
砂
中
一
（
中
略
）、
実
石
之
英
華
也
。
砂
中
者
近
江
州
多
有
、
石
上
者
諸

州
又
産
。
此
二
者
大
小
不
レ
等
、
倶
天
然
六
稜
如
二
削
成
一
、
其
最
者
琢
作
二
靉
靆
火
珠
念
珠

諸
器
一
、
称
為
二
水
精
一
。
而
異
邦
之
書
、
往
往
称
二
日
本
之
水
精
念
珠
一
、
又
言
倭
国
多
二
水

精
一
第
一
。
是
皆
指
二
已
成
レ
器
者
一
為
レ
言
、
而
未
レ
論
二
其
言
質
是
石
英
一
也
。
李
氏
綱
目
頗

略
、
雖
レ
不
レ
言
二
水
晶
六
稜
一
、
而
釈
名
既
存
二
石
英
之
名
一
、
而
石
薬
爾
雅
、
石
英
一
名
水

精
、
可
二
以
徴
一
焉
。
且
皖
桐
方
氏
以
二
直
起
者
一
為
二
水
晶
筍
一
、
櫟
下
老
人
亦
称
二
含
水
水

精
一
、
而
我
邦
石
英
含
水
者
極
多
、
則
其
水
精
石
英
之
一
物
也
益
明
矣
。
或
曰
、
生
二
于
土

中
一
者
為
二
水
精
一
、
生
二
于
石
上
一
者
為
二
石
英
一
、
或
曰
、
稜
角
如
レ
削
者
是
石
英
、
無
二
稜

角
一
者
是
水
精
一
、
皆
為
レ
不
二
允
当
一
矣
。
予
亦
曾
掘
下
得
無
二
稜
角
一
透
徹
如
レ
泉
者
一
塊
於

庭
際
上
、
是
乃
係
下
既
経
二
破
砕
一
者
上
。
固
非
二
其
原
質
一
也
。
而
我
邦
古
来
多
産
及
造
レ
器
者

皆
是
此
石
英
也
。
則
其
与
二
水
精
一
為
二
異
称
同
質
一
者
、
為
レ
不
二
亦
穏
一
乎
。 

（「
水
精
」）

蘭
山
は
、
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
は
「
水
精
」
は
六
稜
で
あ
る
と
は
記
し
て
は
い
な
い
が
、

「
釈
名
」
に
「
石
英
」
を
別
名
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
じ
も
の
だ
と
す
る
（「
李
氏

綱
目
頗
略
、
雖
レ
不
レ
言
二
水
晶
六
稜
一
、
而
釈
名
既
存
二
石
英
之
名
一
、
而
石
薬
爾
雅
、
石
英
一
名

水
精
、
可
二
以
徴
一
焉
」）。
ま
た
、「
異
邦
之
書
」
に
「
日
本
之
水
精
念
珠
」
を
称
え
、「
倭
国
多
二 

水
精
一
第
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
水
精
」
を
日
本
で
工
芸
品
に
用
い
ら
れ
る
上
質
の
も
の
を

「
水
精
」
と
言
う
も
の
と
理
解
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
蘭
山
は
「
石
英
」
に
ス
イ
セ
ウ
と
フ
リ
ガ
ナ
を
付
け
（「
朴
消
」
の
項
な
ど
）、

「
白
石
英
」「
紫
石
英
」
の
和
名
を
シ
ロ
ズ
イ
シ
ョ
ウ
・
ム
ラ
サ
キ
ズ
イ
シ
ョ
ウ
と
し
て
い
る
。

白
石
英

 

シ
ロ
ズ
イ
セ
ウ　
　

剣
舎
利　

ケ
ン
ノ
サ
キ
ノ
シ
ヤ
リ
（
攝
州
西
宮
）
カ
ザ
ブ
ク

ロ
（
佐
州
）　

山
ノ
カ
ミ
ノ
タ
ガ
ネ
（
奥
州
）　

カ
ブ
ト
ズ
イ
シ
ヤ
ウ　
〔
一
名
〕

（
中
略
）
白
素
飛
龍
石
薬
爾
雅　

素
玉
女　

銀
華　

水
精
共
ニ
同
上

本
邦
ニ
テ
皆
水
精
ト
呼
。
諸
国
ニ
生
ズ
。
舶
来
上
品
、
和
産
モ
上
品
ア
リ
。
皆
六
稜
線

ア
リ
テ
削
ナ
ス
ガ
如
シ
。
明
徹
ナ
ル
ヲ
良
ト
ス
。
ウ
ル
ミ
タ
ル
者
或
ハ
内
ニ
隔
ア
ル
ハ

下
品
ナ
リ
。
五　
　
　
　

色
ア
リ
。
紅
ト
青
ト
ハ
稀
ナ
リ
。
黄
ト
紫
ハ
少
シ
。
黒
ト
白

ト
ハ
多
シ
。（
下
略
）

紫
石
英　

ム
ラ
サ
キ
ズ
イ
セ
ウ　

ド
ウ
メ
ウ
ヂ
下
野

内
外
倶
ニ
紫
ニ
シ
テ
透
明
ナ
ル
ヲ
貴
ブ
。
外
ノ
ミ
紫
ハ
下
品
ト
ス
。
其
形
皆
六
稜
ナ
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リ
。
集
解
及
本
経
逢
原
ニ
、
五
稜
ト
云
ハ
皆
誤
リ
ナ
リ
。（
下
略
）

2
│
6　

そ
の
他

曾
占
春
（
曾
般
）
の
『
農
経
講
義
』（
寛
政
六
年
〔1794

〕
成
？
。
東
洋
文
庫
蔵
）
に
、

白
石
英
、 
邦
俗
曰
二
剣
舎
利
一
、
曰
二
六
方
石
一
陸
奥
米
沢
。
広
雅
云
、
水
精
謂
之
石
英
。
則
水
精
石

英
、
原
是
一
物
。
此
方
、
所
在
有
之
。

紫
石
英
、 

邦
俗
曰
、
紫
水
精
。
所
在
有
之
。
有
二
一
種
無
稜
紫
白
斑
者
一
、
応
二
是
紫
斑
石
一
。 

（
下
略
）

と
あ
り
、
岡
村
尚
謙
の
『
本
草
古
義
』（
成
立
年
未
詳
）
に
、

白
石
英

 

邦
和
名
抄
美み

豆づ

止と

留る

太た

万ま

。
俗
名
剣
舎
利
。
陸
奥
方
言
山や
ま

之の

神か
み

乃の

多た

賀が

祢ね

、
即
水

晶
也
。
広
雅
水
精
一
名
石
英
。
石
薬
爾
雅
白
石
英
一
名
水
精
。
可
二
以
見
一
也
。

（
下
略
）

紫
石
英　

俗
名
紫
水
精
。（
下
略
）

と
あ
る
の
は
、「
異
称
同
質
」
説
か
「
一
物
別
称
」
説
か
判
然
と
し
な
い
が
、
紫
石
英
の
俗
名

を
紫
水
精
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
小
野
蘭
山
の
説
に
し
た
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。『

厚
生
新
編
』（
第
三
十
編
「
石
英
」
の
項
・
大
槻
玄
沢
・
宇
田
川
玄
真
訳
校
〔
文
政
四
年

〔1821

〕
か
ら
十
年
〔1827

〕
の
間
成
？
〕）
に
もK

ristal

を
「
石
英
」
と
訳
し
、
通
名
を
「
水

精
」
と
し
て
い
る
の
も
、
小
野
蘭
山
説
を
参
考
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
英　
〈
即
通
名
水
精
。
羅
甸
「
ケ
レ
イ
ス
タ
ル
リ
ュ
ス
」
又
「
ケ
レ
イ
ス
タ
ル
リ
ュ
ス
・

モ
ン
タ
ナ
」
和
蘭
「
ケ
レ
イ
ス
タ
ル
」
又
「
ベ
ル
グ
ケ
レ
イ
ス
タ
ル
」
又
「
ロ
ツ
ツ
・
ケ
レ

イ
ス
タ
ル
」
と
名
づ
く
〉

此
物
白
色
に
し
て
透
明
瑩
澈
の
石
な
り
。（
中
略
）

第
一

 

透
明
に
し
て
氷
の
ご
と
し
。
こ
れ
本
然
の
「
ベ
ル
グ
ケ
レ
イ
ス
タ
ル
」
と
呼
ぶ

も
の
な
り
。
羅
甸
「
キ
リ
イ
ス
タ
ル
リ
ュ
ス
・
モ
ン
タ
ナ
」
と
名
づ
く
。

第
二

 

六
稜
を
為
す
者
是
を
「
イ
リ
ス
」
と
名
づ
く
。

第
三

 

帯
黄
色
者

第
四

 

半
円
の
者
。
此
物
上
部
は
球
形
下
部
は
扁
平
な
り
。
故
に
多
く
火ひ
と
り
か
ヽ
み

燧
鏡
に
采
用

す
。
此
種
ハ
他
品
に
比
す
れ
ば
堅
剛
な
り
。
因
果
て
こ
れ
を
上
品
に
充
つ
。
已

に
こ
れ
を
「
ハ
ル
セ
ヂ
ア
モ
ン
ト
」（
引
用
者
注
─
「
仮
・
金
剛
鑽
」
の
振
り

漢
字
が
あ
る
）
羅
甸
「
プ
セ
ウ
ド
」
ア
ダ
マ
ス
」
と
名
づ
く
。（
下
略
）

右
の
文
章
に
続
く
説
明
文
中
に
は
「
ロ
ツ
ツ
キ
リ
シ
タ
ル
」（rots-kristal, R

ock-crystal

） 

の
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
た
「
岩
水
精
」
の
例
が
見
え
る
。

以
上
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
説
を
見
て
き
た
。
各
説
を
十
分
に
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
覚

束
な
い
が
、「
石
英
」
と
「
水
精
（
水
晶
）」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
が
一
様
で
は
な
い
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
稜
角
に
関
し
て
言
え
ば
、
稜
角
の
あ
る
も
の
を
、
源
内
は
「
石
英
」
と
し
、

益
軒
・
石
亭
・
蘭
山
は
「
水
晶
・
水
精
」
も
稜
角
を
持
つ
と
す
る
。
現
在
は
稜
角
の
あ
る
も
の
、

す
な
わ
ち
結
晶
が
六
角
柱
状
に
成
長
し
た
も
の
を
「
水
晶
」
と
呼
び
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
「
石

英
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、『
本
草
綱
目
』
に
、「
大
而
六
稜
」「
形
色
如
二
石
榴
子
一
」「
五
稜

両
頭
如
二
箭や
じ
り鏃

一
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
「
石
英
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
和
訓
栞
』

（
安
永
六
年
〔1777

〕
～
明
治
二
〇
年
〔1887

〕
刊
）
に
、

水
精
石
と
も
い
ふ
。
諸
国
に
出
づ
。
実
に
氷
の
如
し
。
西
土
に
千
年
老
氷
所
レ
化
と
い
ふ
類

也
。
或
ハ
紫
色
の
品
あ
り
。
○
按
ず
る
に
是
れ
水
精
に
し
て
、
今
水
精
と
称
す
る
も
の
ハ
石

英
な
る
べ
し
。 

（「
こ
ほ
り
い
し
」
の
項
）

と
い
っ
た
疑
問
が
つ
ぶ
や
か
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
益
冨
寿
之
助
著
『
石　

昭
和
雲
根
志
』

（
昭
和
四
十
二
年
〔1967

〕
白
川
書
院
刊
）
も
ま
た
、
六
稜
の
も
の
は
本
来
「
石
英
」
で
あ
っ
て
、

現
在
の
よ
う
に
「
水
晶
」（
水
精
）
と
呼
ぶ
の
は
誤
り
で
あ
る
と
言
い
、
そ
の
誤
り
を
犯
し
た
の

は
貝
原
益
軒
で
あ
る
と
す
る
（
注
⑥
）。
確
か
に
、「
水
晶
」
を
六
稜
で
あ
る
と
最
初
に
言
っ
た
の

は
益
軒
で
あ
る
が
、
石
亭
や
蘭
山
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
学
者
た
ち
の
考
え
に
そ
っ
て
現
在
鉱
物
学
で
用
い
ら
れ
て

い
る
「
水
晶
」
の
語
の
用
い
ら
れ
方
の
正
否
を
言
う
の
に
は
疑
問
が
あ
る
。
現
在
用
い
ら
れ
て
い

る
「
水
晶
」
の
名
称
は
本
草
学
の
「
水
晶
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
て
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

3　

「
水
精
」
と
「
水
晶
」

「
水
精
」
は
「
水
晶
」
と
も
書
か
れ
る
が
、「
水
精
」
と
「
水
晶
」
と
は
そ
の
用
途
が
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
鉱
物
学
の
術
語
と
し
て
の
「
水
晶
」
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、

「
水
精
」
と
「
水
晶
」
が
日
本
の
文
献
で
、
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
く
る
か
を
見
て
お
き
た
い
。

3
│
1　

「
水
精
」

日
本
の
古
い
文
献
に
は
も
っ
ぱ
ら
「
水
精
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
水
晶
」
は
現
わ
れ
な
い
。
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畔
田
翠
山
の
『
古
名
録
』（
天
保
十
四
年
〔843

〕
成
）
は
、「
古
名
録
引
」
に
よ
る
と
「
国
史
、

国
朝
の
本
草
・
字
鏡
・
倭
名
抄
・
万
葉
集
に
始
め
て
天
正
慶
長
（1573-1614

）
間
に
終
わ
る
」

書
物
か
ら
「
古
名
」
を
博
捜
し
、「
そ
の
旧
書
に
欠
け
た
る
も
の
は
、
ま
た
慶
長
已
降
の
名
」
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
を
通
覧
す
る
と
、
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
「
水

精
」
で
あ
り
「
水
晶
」
は
な
い
。
そ
の
例
を
い
く
つ
か
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
出
雲
国
風
土
記
』（
天
平
五
年
〔733

〕
成
）

意
宇
郡
長
江
山
郡
家
東
南
有
二
水
精
一
。

『
正
倉
院
文
書
』（
天
平
六
年
〔734

〕
八
月
二
〇
日
・
出
雲
国
計
会
帳
）

同
月
十
九
日
進
二
上
水
精
珠
壱
伯
伍
拾
顆
一
事

『
続
日
本
紀
』

天
皇
敬
問
二
渤
海
国
王
一
（
中
略
）
并
附
二
（
中
略
）
水
精
念
珠
・
檳
榔
扇
十
枝
一
。

 
（
巻
三
十
四
、
宝
亀
八
年
〔777

〕
五
月
二
三
日
）

『
延
喜
式
』（
延
長
五
年
〔927

〕
撰
進
）

赤
水
精
八
枚
。
白
水
精
十
六
枚
。
青
石
玉
四
十
四
枚
。 

（
巻
三
・
国
造
奏
寿
詞
）

水
精
塔
形
一
基 

（
巻
十
三
・
図
書
寮
）

元
正
朝
賀
。
其
礼
冠
者
、
親
王
四
品
已
上
…
以
二
水
精
三
顆
一
。 

（
巻
十
九
・
式
部
下
）

主
水
司
取
二
明
水
於
陰
鑒
一
。
水
精
玉
以
供
二
実
樽
罍
一
。

『
和
名
類
聚
抄
』（
承
平
年
間
〔931-938

〕
成
）

水
精　

兼
名
苑
云
水
玉
。
一
名
月
珠
〈
和
名
美み

豆づ

止と

流る

太た

万ま

〉。
水
精
也
。 

（
玉
類
）

『
往
生
要
集
』（
寛
和
元
年
〔985

〕
成
）

水
精
池
底
瑠
璃
沙
、
瑠
璃
池
底
（
水
？
）
精
沙 
（
大
文
二
）

『
栄
花
物
語
』（
十
一
世
紀
中
頃
成
）

え
も
言
は
ず
大
き
に
水
精
の
玉
ば
か
り
の
御
涙
続
き
こ
ぼ
る
る
は 

（
浦
々
の
別
）

『
百
錬
抄
』

但
記
云
、（
中
略
）
主
上
臨
二
幸
宇
治
一
。
前
相
国
被
レ
献
二
如
意
宝
珠
一
。
其
形
如
二
鶏 

卵
一
。
頗
大
。
黒
水
精
有
二
通
天
一
、
主
上
殊
御
感
。

 

（
巻
五
・
後
三
条
天
皇
延
久
四
年
〔1072

〕
十
月
二
十
六
日
）

『
大
鏡
』（
十
二
世
紀
頃
成
？
）　

法
華
経
御
口
に
つ
ぶ
や
き
て
、
紫
檀
の
ず
ず
の
、
水
精
の
装
束
し
た
る
引
き
隠
し
て
持

た
た
ま
ひ
け
る
御
よ
う
い
な
ど
の
、

胡
籙
の
水
精
の
は
ず
も
、
こ
の
殿
の
お
も
ひ
よ
り
し
出
で
た
ま
へ
る
な
り
。

　
　

＊
「 

胡
籙
」
は
「
矢
を
扇
子
状
に
さ
し
た
も
の
」。
平
胡
籙
は
「
近
衛
武
官
や
随

人
等
が
儀
仗
と
し
て
帯
び
た
胡
籙
」
で
あ
る
。

『
色
葉
字
類
抄
』（
天
養
～
治
承
年
間
〔1144

～1181

〕
成
）

水
精　

ス
イ
シ
ヤ
ウ　

俗

『
仁
和
寺
御
伝
』

太
子
御
筆
一
巻
〈
水
精
軸
、
羅
表
紙
、
納
銀
箱
、
以
二
青
地
錦
一
裹
レ
之
。
付
銀
打
枝
〉

 

（
保
元
元
年
〔1156

〕
十
一
月
二
十
七
日
）

『
兵
範
記
』

御
仏
事
。
覚
智
僧
都
云
々
銀
扇
置
独
鈷
水
精
念
珠
。 （
仁
安
元
年
〔1166

〕
九
月
六
日
）

『
今
鏡
』（
嘉
応
二
年
〔1170 

〕
成
？
）

楊
桜
の
下
襲
、
平
胡
籙
の
水
精
の
は
ず
日
の
光
に
輝
き
合
へ
り
。 （
二
・
鳥
羽
の
御
賀
）

『
吾
妻
鏡
』

水
精
念
珠 

（
巻
十
三
・
建
久
四
年
〔1193

〕
十
一
月
二
十
五
日
、
他
）

『
明
月
記
』

捧
物
。
水
精
念
珠
銅
枝
。
人
々
漸
進
之
。 

（
正
治
二
年
〔1200

〕
八
月
十
八
日
）

『
続
古
事
談
』（
建
保
七
年
〔1219

〕
跋
）

水
精
ノ
御
念
珠

『
源
平
盛
衰
記
』（
十
四
世
紀
前
期
成
）

水
精
ノ
玉
ヲ
薄
衣
ニ
裹
ミ
タ
ル
様
ニ 

（
巻
五
・
清
盛
息
女
事
）

水
精
ノ
管
に
六
黄
金
ノ
覆
輪
ヲ
置
タ
ル
笛
ニ
テ
、

 

（
巻
十
八
・
文
覚
高
尾
勧
進
附
仙
洞
管
弦
事
）

『
太
平
記
』（
十
四
世
紀
後
期
成
）

水
精
の
念
珠
手
に
持
て
、
歩
兼
た
る
有
様 

（
九
・
主
上
上
皇
御
枕
落
事
）

『
親
長
卿
記
』

浄
住
寺
御
舎
利
、
自
二
水
精
壺
一
取
出
、
奉
レ
居
二
金
盤
一
。

 

（
文
明
十
三
年
〔1481

〕
十
一
月
十
四
日
）

『
さ
さ
め
ご
と
』（
寛
正
四
、五
年
〔1463-64

〕
頃
成
）

古
人
、
歌
の
姿
ど
も
お
ほ
く
の
物
に
た
と
へ
は
べ
り
、
水
精
の
物
に
る
り
を
も
り
た
る

や
う
に
と
い
へ
り
。
こ
れ
は
寒
く
清
か
れ
と
な
り
。 

（
上
）

『
物
具
装
束
抄
』(

室
町
中
期
成)

平
胡
籙
事　

羽　

箟
（
注
略
）
水
精
筈
〈
筈
、
又
波
須
ト
モ
〉

『
装
束
抄
』（
雅
亮
装
束
抄　

平
安
末
期
成
？
）

箟
。
…
平
胡
籙
ニ
ハ
落
矢
マ
デ
廿
一
筋
。
水
精
ナ
リ
。

『
桃
花
蘂
葉
』（
文
明
十
四
年
〔1480

〕
成
）

箭
、
水
精
の
筈ハ
ズ

、
鷲
羽
を
は
ぐ
。
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以
上
の
よ
う
に
「
水
精
」
は
念
珠
・
筈は
ず

・
軸
・
壺
な
ど
工
芸
品
に
加
工
さ
れ
た
も
の
に
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
蘭
山
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
「
其
最
者
琢
作
二
靉
靆
火
珠

念
珠
諸
器
一
、
称
為
二
水
精
一
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

3
│
2　

「
水
晶
」

「
水
晶
」
が
現
わ
れ
る
の
は
遅
く
、
建
武
（1334-1338

）
末
の
『
禅
林
小
歌
』
の
注
に
、

先
点
心
次
第
、
水す

い

晶さ
う

包ほ
う

子す

、
驢ロ
チ
ウ腸
羹
如
レ
字　

水
晶
紅
羹
（
下
略
）
○
水
晶
紅
羹
・
こ
れ
は
今

云
葛
切
の
色
付
に
し
て
こ
の
凝
り
た
る
さ
ま
水
精
に
似
た
れ
ば
な
り
。

と
あ
る
の
が
早
い
が
、
食
べ
物
の
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
少
し
時
代
は
降

る
が
、
次
に
現
わ
れ
る
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』（
十
六
世
紀
末
成
？
）
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

○ 

露
な
き
玉
と
侍
、
疑
無
に
あ
ら
ざ
れ
共
、
水
晶
の
葱
（
引
用
者
注
─
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
異
名
）

な
ど
も
申
侍
れ
ば
不
レ
可
レ
有
レ
難
歟
。 

（
四
〇
番
）

さ
ら
に
時
代
が
降
り
、
江
戸
中
期
に
成
っ
た
『
類
聚
名
物
考
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

○ 

水
晶
包
子
す
い
そ
う
ほ
う
す
・
今
も
葛
に
て
上
を
包
み
し
餅
有
り
。
そ
の
さ
ま
水
晶
に
似
た
り
。

 

（
第
二
百
十
三
・
飲
食
部
「
餅
・
造
菓
子
」）

鉱
物
に
用
い
た
も
の
は
右
の
『
類
聚
名
物
考
』
の
「
そ
の
さ
ま
水
晶
に
似
た
り
」
見
え
る
も
の

が
早
い
よ
う
で
あ
る
が
（『
禅
林
小
歌
』
の
注
に
は
「
凝
り
た
る
さ
ま
水
精
に
似
た
れ
ば
な
り
」

と
あ
っ
た
）、
以
下
の
よ
う
な
例
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

○ 

ま
た
形
の
水
晶
の
如
く
し
て
三
角
あ
る
も
の
を
見
る
。
目
を
掩お

お

ひ
て
物
を
見
れ
ば
五
彩
を
な

す
。
け
だ
し
、
稜
あ
る
を
以
て
の
故
に
彩
を
な
す
な
り
。

 

（『
排
耶
蘇
』
慶
長
十
一
年
〔1606
〕
成
）

○ 

不
便
に
お
ぼ
し
め
さ
れ
ば
、
な
き
跡
に
て
、
一
へ
ん
の
御
廻
向
と
、
水
晶
の
念
珠
を
捨
る
。

 

（『
好
色
一
代
男
』
天
和
二
年
〔1682

〕
刊
、
五
・
四
）

○ 

水
晶
の
艾
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
火
と
な
る
。

 

（
許
六
「
雨
乞
の
表
」、『
風
俗
文
選
』
宝
永
元
年
〔1704

〕
序
所
収
）

○ 

靉
靆
ハ
眼ネ

鏡ガ
ネ

ナ
リ
。
紅
ヲ
ラ
ン
ダ

夷い

ヨ
リ
来
ル
ハ
硝ビ
イ
ド
ロ子
ヲ
用
ユ
。
日
本
ニ
テ
製
ス
ル
ハ
水
晶
ヲ
用
ユ
。

硝
子
ハ
ク
ダ
ケ
ヤ
ス
ク
水
晶
ハ
ワ
レ
カ
タ
シ
。
水
晶
尤
ヨ
シ
。

 

（『
大
和
本
草
』
宝
永
五
年
〔1708

〕
成
）

○ 

山
上
有
二
三
社
権
現
一
。
山
奥
有
二
水
晶
大
石
一
。
高
五
丈
許
、
六
稜
而
三
抱
許
。
白
色
如
二
水

晶
一
。 

（『
和
漢
三
才
図
会
』
正
徳
二
年
〔1712

〕
自
序
、
巻
六
五
「
金
花
山
）

○ 

水
晶
・
本
邦
に
産
す
る
所
尤
も
多
し
。
上
品
の
も
の
諸
国
に
乏
し
か
ら
ず
。

 

（『
雲
根
志
』
後
編
・
安
永
八
年
〔1779

〕
序
）

以
上
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
日
本
に
お
け
る
「
水
精
」
と
「
水
晶
」
は
出
現
時
期
や
用
い

ら
れ
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
が
（
注
⑦
）、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
は
本
稿
で
は
措

く
。
本
稿
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、「
水
晶
」
は
「
水
精
」
に
比
し
て
新
し
い
用
字
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
例
の
後
に
は
、「
水
晶
」
は
次
節
で
示
す
よ
う
に
、

K
ristal

（
蘭
語
）
な
ど
の
外
国
語
の
訳
語
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

4　

外
国
語
の
訳
語
と
し
て
の
「
水
晶
」

『
日
葡
辞
書
』（
慶
長
八
年
〔1603

〕
刊
）
に
「Suixô. Cristal. ou vidro.

」
と
あ
る
。
こ

のSuixô

に
は
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
な
い
が
（
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日

葡
辞
書
』
岩
波
書
店1980

年
刊
で
は
「Suixô

ス
イ
シ
ャ
ウ
（
水
精
・
水
晶
）
水
晶
、
ま
た
は
、

ガ
ラ
ス
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
）、
蘭
学
の
世
界
で
はK

ristal

（
蘭
語
）
は
「
水
晶
」
と
訳
さ
れ
る

の
が
原
則
で
あ
る
。
唯
一
の
例
外
は
前
掲
の
『
厚
生
新
編
』
に
見
え
る
「
水
精
」
だ
け
で
あ
り
、

そ
の
他
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

宇
田
川
玄
随
『
西
洋
医
言
』（
寛
政
四
年
〔1792

〕
自
序
）

水
晶　

謂
二
之
吉キ

栗リ

私ス

怛タ

児ル
一

仮
水
晶　

謂
二
之
噱ガ

将ラ

蘇ス
一

森
島
中
良
『
蛮
語
箋
』（
寛
政
十
年
〔1798

〕
成
）

水
晶　

キ
リ
シ
タ
ー
ル

奥
平
昌
高
『
蘭
語
訳
撰
』（
文
化
七
年
〔1810

〕
刊
）

K
ristal　

水
晶

藤
林
淳
道
『
訳
鍵
』（
文
化
七
年
〔1810

〕
刊
）

K
ristal　

水
晶
。　

水
晶
様
ノ
硝
子

箕
作
阮
甫
『
改
正
増
補
蛮
語
箋
』（
嘉
永
元
年
〔1848

〕
刊
）

水
晶　

ベ
ル
グ
キ
リ
ス
タ
ル

桂
川
甫
周
『
和
蘭
字
彙
』（
安
政
二
年
〔1855

〕
刊
）

kristal.z.g.zekere doorsehynende　

水
晶

kristal.  glas kristal.　

水
晶
ノ
如
キ
硝
子

＊
た
だ
し
、B

ergkristal　

は
石
英
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

英
語
のcrystal

の
訳
語
で
も
同
様
で
あ
る
。

メ
ド
ハ
ー
ス
ト
（W

.H
.M

edehust

）『
和
英
語
彙
』（1830

年
刊
）

ス
イ
シ
ヤ
ウ　

水
晶　
　

Soo-isya-oo　

A
 crystal

ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
（
慶
応
三
年
〔1867

〕
刊
）
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SU
ISH

Ô

　

ス
イ
シ
ヤ
ウ　

水
晶　

n.　

Crrystal, quarts.

こ
の
よ
う
にK

ristal

（
蘭
語
）、Crrystal

（
英
語
）
が
「
水
精
」
で
は
な
く
、「
水
晶
」
の

文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

5　

「
結
晶
」

中
国
で
は
水
精
を
水
の
固
ま
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
た
（『
本
草
綱
目
』
の
「
水
精
」
の
項
の

「
集
解
」
に
「
古
語
云
、
水
化
」
と
あ
っ
た
）。
西
洋
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前

引
の
『
和
訓
栞
』
の
「
こ
ほ
り
い
し
」
の
説
明
に
「
西
土
に
千
年
老
氷
所
レ
化
と
い
ふ
」
と
あ
り
、

古
代
ロ
ー
マ
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
『
博
物
誌
』
に
、
蛍
石
に
つ
い
て
「
こ
の
物
質
は
一
種
の
液
体
で

そ
れ
が
地
下
の
熱
に
よ
っ
て
固
体
に
な
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
後
に
、

上
に
述
べ
た
の
と
は
反
対
の
原
因
に
よ
っ
て
水
晶
が
つ
く
り
だ
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
水

晶
は
度
を
越
し
て
強
く
凍
結
し
た
た
め
固
化
し
た
も
の
だ
か
ら
。
と
に
か
く
そ
れ
は
、
冬
の

雪
が
も
っ
と
も
徹
底
的
に
凍
結
す
る
と
こ
ろ
で
だ
け
し
か
発
見
さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
一
種
の

氷
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
人
は
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
名
を
つ
け
た
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
（
中
野
定
雄
他
訳
『
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
』
雄
山
閣1986

年
刊

p.1502

）。
現
在
の
ギ
リ
シ
ャ
語
で
も
ク
リ
ス
タ
ロ
ス
（krstallos
）
に
は
水
晶
と
氷
の
意
味
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、Crystal

と
い
う
語
に
は
水
晶
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
結
晶
の
意
味
も
あ
る
。

Crystal

が
そ
の
意
味
を
獲
得
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
歌
代
勤
・
清
水
大
吉
郎
・
高
橋
正
夫
著

『
地
学
の
語
源
を
さ
ぐ
る
』(

東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
三
年
刊)

の
「
結
晶　

Crystal
」
の
説
明
に
、

こ
の
言
葉
は
中
世
以
降
、
一
般
の
鉱
物
結
晶
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
水
晶
に
対
し
て

は
た
と
え
ば
英
語
で
は
、
17
世
紀
以
降rock crystal

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。Crystal

を
現
在
の
結
晶
の
意
味
で
用
い
た
の
は
Ｊ
．
ベ
イ
コ
ン
で1626

年
の
こ
と
と
い
う
。

と
あ
り
、
同
書
の
「
水
晶
と
石
英　

R
ock crystal

・Q
uart

」
の
説
明
に
も
、

西
洋
で
は
、
古
代
か
ら
中
世
を
通
じ
て
、
水
晶
を
氷
の
固
ま
っ
た
も
の
と
考
え
て
き
た

crystal

が
、
結
晶
一
般
を
さ
す
よ
う
に
な
り
、
水
晶
に
あ
た
る
も
の
はrock crystal

と

よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
（
→
結
晶
）。

と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

江
戸
時
代
の
蘭
学
者
た
ち
が
学
ん
だ
蘭
語K

ristal

も
ま
た
、
水
晶
の
意
味
と
共
に
、〈
結
晶
・

結
晶
す
る
〉
と
い
う
意
味
を
持
つ
（
朝
倉
純
孝
著
『
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
』
大
学
書
林2014

年
刊
）。

そ
し
て
、
蘭
学
者
は
そ
れ
を
「
結
晶
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
木
村
秀
次
『
近
代

文
明
と
漢
語
』（
お
う
ふ
う2013

刊
）
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（pp.118-23

）。
次
に
木
村

氏
が
示
さ
れ
た
例
を
掲
げ
る
。

『
厚
生
新
編
』
巻
六
十
一
（
文
化
八
─
天
保
十
年
〔1811-39

〕
訳
成
）

水
銀
を
適
宜
の
消
石
精
に
溶
し
冷
処
に
放
置
し
て
結
晶
せ
し
め
、
夫
の
水
銀
の
結
晶
せ
ざ

る
余
波
を
加
へ
火
に
上
せ
て
水
気
を
蒸
発
し
前
法
の
ご
と
く
昇
華
す
。

『
遠
西
医
方
名
物
考
』（
文
政
五
─
八
年
〔1822-25

〕
刊
）

明
礬
ハ
亜
児
加
利(

ア
ル
カ
リ)

塩
ヲ
含
ム
故
ニ
能
ク
結
芒
シ
テ
八
稜
或
ハ
十
稜
ヲ
為
ス
即

チ
一
種
ノ
結
晶
塩
ナ
リ
。 

（
巻
二
十
三
・
明
礬
）

『
植
学
啓
原
』（
天
保
五
年
〔1834

〕
刊
）

製
ス
ル

二
消
酸
澒
液
ヲ

一
法
。
溶
シ

二
澒
ヲ
消
酸
ニ

一
。
煮
而
テ
令
シ
テ

二
結
晶
セ

一
。
取
テ

二
一
─
分
ヲ

一
。 

溶
二
─
化
ス
于
餾
水
四
分
ニ

一
。 

（
巻
三
、
粘
液
）

『
窮
理
通
』
巻
三
（
天
保
七
年
〔1836

〕
成
）

氷
は
水
の
結
晶
す
る
者
、
宜
し
く
此
れ
を
以
て
本
質
と
す
べ
し
。 （
巻
三
・
地
球
第
四
下
）

『
舎
密
開
宗
』（
天
保
八
年
─
弘
化
四
年
〔1837-47

〕
刊
）

之
ヲ
温
レ
バ
尽
ク
溶
解
ス
、
冷
レ
バ
復
凝
テ
端
正
ノ
晶
ヲ
結
ブ
、
之
ヲ
物
ノ
結
晶
ス
ル
喩

例
ト
ス
。 

（
内
・
巻
三
・
五
十
二
章
）

結
晶
炭
酸
加
里
ノ
水
分
ハ
天
然
ノ
結
晶
水
ニ
シ
テ
其
固
形
ナ
リ 

（
内　

巻
一
・
三
章
）

『
理
学
提
要
』
巻
二
・
水
（
嘉
永
五
年
〔1852

〕
刊
）

水
の
極
微
相
集
ま
り
凝
固
す
る
者
、
之
を
氷
と
謂
ぶ
。（
中
略
）
亦
水
の
結
晶
に
外
な
ら

ざ
る
な
り
。 

（
巻
三
・
水
）

『
叢
万
書
宝
硝
石
篇
』（
安
政
元
年
〔1854

〕
刊
）

若
シ
甚
ダ
多
量
ノ
滷
汁
ヲ
除
々
ニ
冷
定
ス
レ
バ
結
晶
巨
大
ニ
シ
テ
整
斉
ノ
六
面
柱
ヲ
生

ズ
。 

（
巻
上
・
硝
子
晶
形
）

木
村
氏
は
「
結
晶
（
ス
ル
）」
の
原
語
は
、『
舎
密
開
宗
』
の
場
合kristal, krystlliseren

で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、『
訳
鍵
』
に
も
「kristal　

水
晶
。
水
晶
様
ノ
硝
子
」
と

あ
る
こ
と
を
も
指
摘
し
、
さ
ら
に
英
語
の
訳
語
に
お
け
る
早
い
例
と
し
て
、
堀
達
之
助
『
英
和
対

訳
袖
珍
辞
書
』（
文
久
三
年
〔1862

〕
刊
）
の
、

Crysallize　

結
晶
ス
ル　

結
晶
サ
ス
ル

Crystllization　

結
晶
物

『
附
音
挿
図
英
和
辞
典
』（
明
治
六
年
〔1872

〕
刊
）
の
、

Crysallize　

結
晶
ス
ル　

結
晶
サ
ス
ル

Crystllization　

結
晶　

結
晶
体

と
い
っ
た
例
を
も
示
さ
れ
て
い
る
。

木
村
氏
は
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
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水
晶
に
代
表
さ
れ
る
規
則
正
し
く
排
列
さ
れ
た
形
（
晶
形
）
に
凝
結
す
る
こ
と
か
ら
「
結

晶
」
の
訳
語
を
創
案
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
言
わ
れ
（
注
⑧
）、
ま
た
、

「
結
晶
」
の
語
は
（
中
略
）、「
晶
」
の
字
が
本
来
、
光
・
輝
き
と
と
も
に
、
水
晶
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
り
、kristal

の
訳
語
と
し
て
、
晶0

形
に
規
則
正
し
く
結
ば
れ
た
固
体
そ
の
も

の
を
表
し
た
。

と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
「
水
晶
」
の
「
晶
」
は
「
日
」
を
三

つ
並
べ
た
形
で
輝
き
を
意
味
す
る
会
意
字
で
あ
っ
た
が
、Kristal

（
蘭
語
）, Crrystal

（
英
語
）

の
訳
語
と
し
て
の
「
水
晶
」
の
「
晶
」
は
「
規
則
正
し
く
排
列
さ
れ
た
形
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ

の
指
摘
は
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
（
注
⑨
）。
先
に
掲
げ
た
『
舎
密
開
宗
』
の
文
に
「
晶
ヲ
結

ブ
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
が
、『
植
学
啓
原
』
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

糖
結
ブ

二
八
稜
或
六
稜
之
晶
ヲ

一
。
晶
之
大
者
即
チ
氷
糖
ナ
リ
。（
下
略
）
満
那
ハ
糖
之
類
也
。（
中

略
）
結
晶
如
二
束
針
一
。
不
レ
能
レ
溶
二
解
於
亜
爾
箇
児
一
、
合
而
煮
レ
之
。
雖
二
乃
溶
一
。
冷
却

復
結
レ
晶
。 
（『
植
学
啓
原
』
巻
三
、
粘
・
粘
糖
・
満
那
・
蜜
）

こ
の
よ
う
な
「
晶
」
の
意
味
は
本
草
学
の
用
語
と
し
て
の
「
水
晶
」
の
「
晶
」
か
ら
出
て
こ
な

い
も
の
で
あ
る
（
本
草
学
で
は
結
晶
が
六
角
柱
状
に
成
長
し
た
も
の
は
「
石
英
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
）。以

上
の
こ
と
に
よ
れ
ば
、
蘭
学
に
お
い
てK

ristal

の
訳
語
に
「
水
精
」
で
は
な
く
、「
水
晶
」

が
用
い
ら
れ
た
の
は
必
然
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

6　

「
結
晶
石
」
か
ら
「
水
晶
」
へ

明
治
の
極
初
期
の
鉱
物
学
で
は
水
晶
は
「
結
晶
石
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
明
治
八
年
〔1875

〕

十
二
月
に
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
牙氏
初
学
須
知
』（G

arrigues; Sim
ples ectures sur 

les Sciences, les A
rts et l'industrie 

田
中
耕
三
訳
・
佐
沢
太
郎
訂
）
の
「
石ク
ア
ル
ツ英
」
の
項
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

石ク
ア
ル
ツ英
ハ
其
形
種
々
異
ナ
レ
ド
モ
其
質
ハ
皆
同
ジ
。
其
結
晶
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
結

ク
リ
ス
タ
ル
　
ロ
ー
シ
ュ

晶
石
ト
云

ヒ
、
結
晶
セ
ズ
シ
テ
透
明
ナ
ル
者
ハ
之
ヲ
「
オ
パ
ー
ル
」
乳
色
ノ

宝
石

・
瑪
瑙
ト
云
ヒ
、
結
晶
セ

ズ
亦
透
明
ナ
ラ
ザ
ル
者
ニ
ハ
白シ

レ

ー
燧
石
・
碧ジ
ヤ
ス
パ玉
ノ
瑪
宝
瑙
石
質
・
白
ム
ュ
ー
リ
チ
ル
石
・「
グ
レ
ー
」
蝋
石
一
種 

等

ノ
名
ヲ
命
ズ
。

結ク
リ
ス
タ
ル

晶
物
ト
ハ
其
形
体
正
シ
ク
シ
テ
許
多
ノ
小
面
ヲ
有
シ
、
内
部
ニ
至
リ
テ
モ
其
結
構
異
ナ
ル

コ
ト
ナ
ク
、
仮た
と
い令
之
ヲ
砕
ク
ト
モ
其
細
片
許
多
ノ
小
面
ア
リ
テ
、
其
小
面
傾
斜
ノ
度
皆
一
定

セ
ル
鉱
物
ヲ
謂
フ
。（
中
略
）

結
晶
石
一
名
「
ア
ル
ツ
イ
ヤ
ラ
ン
」
硝
子
形

石
英

 

ハ
最
美
透
明
ノ
結
晶
物
ナ
リ
。
第
二
十
二
図

（
引
用
者
注
─
図
は
六
角
柱
の
水
晶
）
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
時
ニ
ハ
黒
色
ノ
者
ア
リ
。
桔
梗
色
ノ

者
ア
リ
。
其
桔
梗
色
ノ
者
ハ
「
ア
メ
チ
ス
ト
」
消
酒
石
ノ
義　

古
人
酩
酊
ヲ
防
グ

能
ア
リ
ト
云
フ　

故
ニ
此
名
ア
リ 

ト
云
フ
。
又
金

片
ノ
看
ヲ
ナ
セ
ル
小
結
晶
ヲ
夥
シ
ク
含
有
ス
ル
者
ア
リ
、
之
ヲ
黄
金
石
ト
云
フ
。

「
ク
リ
ス
タ
ル　

ロ
ー
シ
ュ
」（cristal roche 

仏
語
）
が
「
結
晶
石
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の

は
、
蘭
学
の
訳
語
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

和
田
維つ
な

四し

郎ろ
う

は
「
結
晶
石
」
の
訳
語
を
用
い
ず
、「
水
晶
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
「
水
晶
」

の
用
語
は
蘭
学
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
和
田
は

「
水
晶
」
と
「
石
英
」
と
を
次
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
広
義
の
「
石
英
」Quarz

を
、

大
き
く
結
晶
し
稜
角
を
持
つ
「
水
晶　

R
ock-crystal

」
と
「
多
ク
ハ
群
晶
ヲ
ナ
ス
」
も
の
、
あ

る
い
は
「
無
定
形
」
の
「
結
晶
ス
ル
コ
ト
」
の
な
い
狭
義
の
「
石
英
」
な
ど
と
に
分
け
る
。
こ
れ

ま
で
の
「
石
英
」
と
「
水
晶
」（
水
精
）
と
の
用
い
方
を
逆
転
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
り
詳

し
く
説
明
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
金
石
学
』（
明
治
九
年
〔1876

〕
成
、
同
十
一
年
刊
）
で
は
「
石
鉱
類
」
を
「
角
閃
石
属
」

「
堅
石
属
」「
長
石
属
」「
泡
沸
石
属
」「
粘
土
属
」「
雲
母
属
」「
軽
塩
金
属
」「
重
塩
金
属
」「
塩
石

砿
属
」
に
分
け
て
い
る
が
、「
堅
石
属
」
に
属
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、

石メ
ク
ラ
ズ
イ
シ
ヨ
ヤ
ウ
英

 

又 

珪
石
訳名　

Q
uarz. Q

uartz

が
あ
り
、
こ
の
「
石
英
」
を
「
水
晶　

R
ock-crystal

」（
す
な
わ
ち
『
牙氏 

初
学
須
知
』
の
「
結

晶
石cristal roche

」）
と
そ
の
他
の
も
の
と
に
二
分
す
る
。
前
者
の
「
水
晶
」
に
は
、

黒
水
晶　

Sm
oky-crystal.

紫
水
晶　

A
m

eyhyst

（
注
⑩
）

な
ど
が
あ
り
、
後
者
の
そ
の
他
に
は
「
尋
常
結
晶
ス
ト
雖
ド
モ
多
ク
ハ
群
晶
ヲ
ナ
ス
コ
ト
」
の
あ

る
も
の
と
「
無
定
形
石
英
ハ
結
晶
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
破
口
ハ
介
殻
状
ニ
似
て
テ
光
沢
甚
ダ
少
ナ
ク
其

稜
僅
カ
ニ
透
明
」
な
も
の
の
二
種
が
あ
る
と
す
る
。
前
者
の
「
多
ク
ハ
群
晶
ヲ
ナ
ス
コ
ト
」
の
あ

る
も
の
に
は
、

紅
石
英
・
紅
晶　

R
ose quartz

猫ト
ン
ボ
ウ
ダ
マ

睛
石　

Cat’s eye

砂
金
石　

A
venturine

鉄
石
英　

Ferruginous quartz

が
属
し
、
後
者
の
「
多
ク
ハ
群
晶
ヲ
ナ
ス
コ
ト
」
の
な
い
も
の
に
は
、

燧
石　

Flint

木
化
硅
石
・
木
化
玉
髄　

W
ood opal

硅
板
石
・
試
金
石　

T
ouchstone
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介
殻
硅
石

仏
頭
石
・
玉
髄
（
珂
）・
白
瑪
瑙　

Chalcedony

瑪
瑙　

agate
截
子
瑪
瑙　

O
nyx

硅
散
拓チ
ユ
ハ発　

Siliceus tuffa

が
属
す
る
。

こ
の
和
田
の
分
類
法
は
以
降
の
日
本
の
鉱
物
学
書
に
継
承
さ
れ
た
。
明
治
期
の
も
の
で
確
認
で

き
た
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

松
本
栄
三
郎
纂
訳
『
砿
物
小
学
』（
錦
森
閣
、
明
治
十
四
年
刊
）

伊
良
子
光
信
編
輯
『
金
石
図
解
』（
村
上
堪
兵
衛
、
明
治
十
五
年
刊
）

辻
敬
之
著
『
通
常
金
石
』（
明
治
十
五
年
刊
）

島
田
庸
一
編
述
『
小
学
博
物
金
石
学
』（
三
文
堂
、
明
治
十
七
年
刊
）

岡
田
重
直
編
述
『
金
石
初
歩
』（
山
梨
教
育
学
会
、
明
治
十
七
年
刊
）

そ
れ
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
同
様
だ
が
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
を
一
例
だ
け
挙
げ
る
。

す
な
わ
ち
、
吉
村
豊
文
・
望
月
勝
海
共
著
『
鑛
物
学
入
門
』（
昭
和
七
年
刊
）
で
は
酸
化
鉱
物
の

一
つ
に
「
石
英
」
を
挙
げ
、
こ
れ
に
属
す
る
も
の
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

ａ　

結
晶
叉
は
結
晶
質
の
も
の

水
晶　

rock crystal
 

煙
水
晶
（
黒
水
晶
）sm
oky quartz

・
紫
水
晶 am

ethyst

・ 

黄
水
晶
・
紅
水
晶
・
乳
石
英
・
水
入
水
晶
・
泡
入
水
晶
・
草

入
水
晶
な
ど

猫
眼
石　

cat’ eye

砂
金
石　

avanturine

ｂ　

潜
晶
質
の
も
の

玉
髄　

chalcedony

瑪
瑙　

agate

碧
玉　

asper

燧
石　

flint

ｃ　

砕
屑
性 clastic 

の
も
の

砂　

sand

砂
岩　

sand stone

珪
岩　

quartzite

と
こ
ろ
で
、
小
藤
文
次
郎
他
著
『
鉱
物
字
彙
』（
明
治
十
七
年
〔1884

〕
刊
）
に
「Crystal　

晶
」
と
あ
る
。
蘭
学
に
お
け
るkristal

の
「
規
則
正
し
く
排
列
さ
れ
た
形
」
の
意
味
の
「
水

晶
」
の
約
語
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
晶
」
は
術
語
の
造
語
成
分
と
し
て
多

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
鑛
物
学
入
門
』
に
は
「
潜
晶0

質
」
の
語
が
見
え
る
。
和
田
の
『
金
石

学
』
に
も
「
群
晶
」
の
語
も
見
え
た
。『
金
石
学
』
に
は
さ
ら
に
「
晶
形
」「
晶
軸
」
な
ど
の
語
も

見
え
る
。「
結
晶
学　

各
晶
形
ニ
面
、
稜
角
、
軸
ヲ
分
別
ス
ベ
シ
。
二
面
聯
合
ス
ル
所
ヲ
稜
ト
云

ヒ
、
三
面
或
ハ
数
面
ノ
一
点
ラ
聚
合
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
角
ト
云
フ
。
而
シ
テ
軸
ハ
晶
形
ニ
非
ザ
レ
ド

モ
晶
形
ノ
類
属
ヲ
別
ツ
ニ
便
ナ
ル
ガ
為
ニ
想
像
セ
シ
者
ナ
リ
。
此
軸
ニ
両
軸
、
稜
軸
、
角
軸
ノ
三

種
ア
リ
、（
中
略
）
各
晶
形
ニ
於
テ
面
ノ
位
置
皆
ナ
其
軸
ニ
因
テ
定
マ
ル
ガ
故
ニ
一
金
石
ニ
シ
テ

数
晶
形
ヲ
現
出
ス
可
シ
ト
雖
ド
モ
此
晶
形
軸
ノ
位
置
皆
等
シ
カ
ラ
ザ
ル
ル
可
ラ
ズ
。
而
シ
テ
一
二

ノ
金
石
其
凝
結
ノ
漸
急
ニ
依
テ
其
晶
軸
二
種
ノ
位
置
ヲ
現
ハ
ス
者
ア
リ
」。「
晶
形
」
は
同
氏
の

『
晶
形
学
』（
明
治
十
二
年
文
部
省
刊
）
で
は
ク
リ
ス
タ
ー
ル
の
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
お
り
、
大
槻
修

二
著
『
金
石
学
教
授
法
』（
明
治
十
七
年
刊
）
に
は
、

金
石
ノ
形
状
ハ
天
然
一
定
ノ
式
ア
リ
。
是
ヲ
晶
形
ト
云
フ
。
其
結
晶
セ
シ
形
ニ
就
キ
テ
六
晶

系
ニ
分
ツ
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
晶
軸
」
は
「
結
晶
体
の
分
子
排
列
の
方
向
仮
定
の
直
線
」（『
大
漢
和
辞

典
』）、
す
な
わ
ち
結
晶
軸
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
現
在
で
は
「
晶
系
」（Crystal-System

s 

結
晶
の
形
象
を
其
の
通
有
の
基
本
形
式
に
随
っ
て
区
分
し
た
系
統
）
と
い
う
語
も
用
い
ら
れ
て
い

る
。

お
わ
り
に

『
地
学
の
語
源
を
さ
ぐ
る
』
は
現
在
の
「
水
晶
」
の
始
ま
り
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
水
晶
（
水
精
）
を
六
角
柱
状
の
結
晶
と
し
てrock crystal

の
訳
語
と
し
、
石
英
を
総
称
と
し
てQ

uartz

の
訳
語
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
、
和

田
維
四
郎
（
明
治
11
年
・1878

）
で
、
そ
れ
が
現
在
の
我
々
の
用
法
の
は
じ
ま
り
と
な
っ

た
。

「
石
英
を
総
称
と
し
てQ

uartz

の
訳
語
と
す
る
こ
と
」
が
和
田
に
始
ま
る
こ
と
は
本
稿
で
も

確
認
で
き
た
こ
と
で
あ
る
が
（
注
⑪
）、「
水
晶
」
を
「
六
角
柱
状
の
結
晶
と
し
てrock crystal

の
訳
語
」
と
し
た
の
は
、
木
村
秀
次
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
蘭
学
者
た
ち
が
和
田
に
先
行

す
る
。
そ
し
て
、
時
珍
は
石
英
は
「
明
に
透
き
通
る
晶
光
が
水
の
精
英
の
や
う
だ
」
と
い
う
理
由

で
「
水
晶
」
を
石
英
の
別
名
と
し
た
が
、
お
そ
ら
く
水
の
結
晶
と
い
う
意
味
で
「
水
晶
」
を
用
い

て
い
る
こ
と
も
、
蘭
学
者
た
ち
が
和
田
に
先
行
す
る
の
で
あ
る
。

注
①

 

中
国
の
本
草
書
に
「
石
英
」
を
服
す
れ
ば
身
が
軽
く
な
り
、
命
が
延
び
る
な
ど
の
効
果
が
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あ
る
と
記
す
。『
神
農
本
草
経
』
に
言
う
、「
紫
石
英　

味
甘
温
。
生
山
谷
。
治
心
腹
欬
逆

邪
気
。
補
不
足
。
女
子
風
寒
在
子
宮
。
絶
孕
十
年
無
子
。
久
服
温
中
軽
身
延
年
」「
白
石

英　

味
甘
微
温
。
生
山
谷
。
治
消
渇
。
陰
萎
不
足
。
欬
逆
。
胸
膈
間
久
寒
。
益
気
。
除
風

湿
痺
。
久
服
軽
身
延
年
」。

注
②

 
た
だ
し
、
上
野
国
に
命
じ
ら
れ
た
「
金
青
」
は
本
草
書
に
は
見
え
な
い
名
で
あ
る
。
あ
る

い
は
『
新
修
本
草
』
ま
た
『
本
草
和
名
』
に
は
「
空
青
・
緑
青
・
曾
青
・
白
青
・
扁
青
」

が
見
え
、
こ
れ
ら
の
一
種
か
、
あ
る
い
は
『
本
草
和
名
』
に
「
空
青
」
の
一
名
に
「
金

精
」
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
誤
写
で
あ
ろ
う
か
。

注
③

 

硫
黄
一
両
と
蒸
餅
一
両
を
桐
梧
大
の
丸
薬
に
し
た
も
の
と
い
う
（
宗
田
一
著
『
日
本
の
名

薬
』
八
坂
書
房2001
年
刊
、p.130

）

注
④

 

岡
西
為
人
著
『
本
草
概
説
』（
創
元
社
昭
和
五
十
二
年
刊p.219

）
の
説
明
。
集
解
に
つ

い
て
の
説
明
も
同
書
に
よ
る
。『
本
草
綱
目
』
凡
例
に
は
「
薬
有
二
数
名
一
。
今
古
不
レ

同
。
但
標
二
正
名
一
為
レ
綱
。
余
皆
附
二
於
釈
名
之
下
一
。
正
レ
始
也
。
仍
註
二
各
本
草
名
目
一
。 

紀
レ
原
也
」
と
あ
る
。

注
⑤

 『
本
草
綱
目
』
凡
例
に
は
「
以
二
集
解
一
。
解
二
其
出
産
形
状
采
取
一
也
」
と
あ
る
。

注
⑥

 

益
冨
氏
は
続
け
て
「
こ
の
よ
う
に
益
軒
の
ミ
ス
は
そ
の
累
を
後
世
に
及
ぼ
し
、
諺
に
一　

犬
虚
を
吠
え
れ
ば
万
犬
そ
の
実
を
伝
う
で
、
わ
れ
わ
れ
は
教
室
で
も
、
地
学
書
で
も
、
こ

の
マ
チ
ガ
イ
を
平
気
で
し
ゃ
べ
り
、
平
気
で
書
い
て
い
る
。
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
古
典
で
と
近
代
書
と
で
一
つ
の
用
語
に
正
反
対
の
解
釈
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
に
戻
し
て
こ
れ
を
訂
す
る
の
が
世
人
の
当
然
の
つ
と
め
で
あ
ろ
う
」（p.150

）

と
言
わ
れ
て
い
る
。

注
⑦

 『
庶
物
類
纂
』
に
集
録
さ
れ
て
い
る
漢
籍
に
よ
っ
て
調
査
す
る
と
、
中
国
に
お
い
て
も

「
水
晶
」
は
「
水
精
」
よ
り
遅
く
、
元
の
時
代
の
『
説
林
』
所
載
の
「
伊
世
琅
玕
記
」
に

「
南
水
晶
極
佳
者
不
レ
分
二
厚
薄
一
映
レ
空
若
レ
無
」、『
説
郭
』
所
収
の
「
陳
芬
芸
窓
私
記
」

に
「
北
月
句
国
献
二
吸
レ
火
水
晶
瓶
一
」
と
あ
る
例
あ
た
り
か
ら
用
例
が
見
え
出
し
、『
本

草
綱
目
』
以
降
は
李
時
珍
の
説
に
し
た
が
っ
て
「
水
晶
」
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
明
・
倪
朱
謨
撰
『
本
草
彙
言
』（
清
・
天
啓
四
年
〔1645

〕
頃
刊
）
に
「
紫
石
英

…
其
色
淡
紫
、
其
質
瑩
澈
如
二
水
晶
一
」、
張
璐
撰
『
本
経
逢
原
』（
清
・
康
煕
四
十
四
年

〔1750

）
頃
成
）
に
「
白
石
英
、
以
下
六
稜
瑩
白
如
二
水
晶
一
者
上
為
レ
真
」
な
ど
と
あ
る
。

注
⑧

 

現
在
で
は
「
結
晶
」
は
「
原
子
が
規
則
正
し
く
周
期
的
に
配
列
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
固

体
」（『
広
辞
苑
』
第
六
版2008

刊
）
と
説
明
さ
れ
る
。
高
橋
章
臣
著
『
新
編
鉱
物
学
』

（
博
文
館
、
明
治
四
十
八
年
刊p.20

）
で
は
「
結
晶
」
を
「
結
晶
ト
ハ
平
面
ヲ
以
テ
周
囲

セ
ラ
レ
タ
ル
幾
何
学
上
ノ
固
体
ニ
シ
テ
、
其
平
面
ノ
排
置
法
ニ
ハ
自
ラ
一
定
ノ
規
律
ア
ル

モ
ノ
ヲ
云
フ
」
と
定
義
し
て
い
る
。

注
⑨

 

荒
川
清
秀
「【
続
や
っ
ぱ
り
辞
書
が
好
き
】
辞
書
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
」
第
九
五
回
の

「「
化
石
」
と
「
結
晶
」」（『
東
方
』
四
一
〇
号2015.4

発
行
）
で
は
、『
英
和
対
訳
袖
珍
辞

書
』
の
例
、
ま
た
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
辞
典
』（1866-69

）
に
、

Crystllization　

結
晶
者

Crysallize　

使
結
晶
結
晶

to form
 Crystal　

結
晶

と
あ
る
の
は
、「
結
晶
」
が
本
来
「
動
詞
＋
目
的
語
」
構
造
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

が
、
そ
れ
が
日
本
で
は
名
詞
と
捉
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

注
⑩

 

ア
メ
ジ
ス
シ
ト
の
訳
に
「
紫
水
晶
」
が
用
い
ら
れ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の
よ
う
で
あ

る
。
箕
作
阮
甫
編
『
改
正
増
補
蛮
語
箋
』（
嘉
永
元
年
〔1848

〕
刊
）
に
は
「
紫
石
英 

ア
メ
テ
ス
テ
イ
ンam

etheste (e)n

」
と
あ
る
。
中
島
中
良
編
『
蛮
語
箋
』（
寛
政
十
年

〔1798

〕
刊
）
に
は
ア
メ
テ
ス
テ
イ
ン
の
語
は
見
え
な
い
。

注
⑪

 

ち
な
み
に
和
田
はQ

uarz

（
ド
イ
ツ
語
。
英
語Q

uartz

）
の
訳
語
に
「
石
英
」
の
他
に

「
珪
石
」
も
考
え
て
い
た
。
硅
（
珪
）
酸
系
鉱
物
で
表
わ
す
名
で
あ
る
。
こ
の
訳
名
を
採

用
し
た
も
の
に
、
大
槻
修
二
（
如
電
）
著
『
金
石
学
教
授
法
』（
明
治
十
七
年
〔1884

〕

刊
）
が
あ
る
。
そ
の
「
例
言
」
に
「
金
石
ノ
分
類
次
第
ハ
原
稿
（
引
用
者
注
─
松
川
半
山

の
遺
著
と
言
う
）
総
テ
文
部
省
撰
定
ノ
金
石
一
覧
ニ
拠
ル
。
今
之
ヲ
改
メ
ズ
。
但
珪
石
ヲ

水
晶
類
ノ
総
称
ト
シ
〈
原
書
ハ
石
英
ヲ
総
称
ト
ス
〉（
下
略
）」
と
あ
り
、
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。

珪ケ
イ
セ
キ石
ハ
洋
名
ヲ
「
ク
ワ
ル
ツ
」
ト
云
フ
。
此
種
ニ
属
ス
ル
者
ハ
数
鉱
ア
リ
。
其
結
晶

ス
ル
者
ヲ
水
ス
イ
シ
ヤ
ウ晶
瑪メ

瑙ノ
ウ

ト
シ
、
結
晶
セ
ザ
ル
者
ヲ
角カ
ク

石セ
キ

珪ケ
イ

板ハ
ン

石セ
キ

燧ス
ヰ

石セ
キ

ト
ス
。
共
ニ
堅
度

ハ
七
度
ニ
シ
テ
燧
火
ヲ
発
ス
ベ
シ
（
中
略
）
○
水ス
イ
シ
ヤ
ウ
晶
ハ
其
未イ
マ

ダ
琢
磨
ヲ
経
ザ
ル
者
ヲ

石セ
キ

英エ
イ

ト
云
フ
。
無
色
透
明
ニ
シ
テ
晶
形
ハ
悉
ク
六
角
状
ナ
リ
（
中
略
）
紫
水
晶
紫
石
英　

黒
水
晶
黒
石
英　

紅
水
晶
紅
石
英　

等
各
色
ノ
品
ア
リ
。

ま
た
、
伊
良
子
光
信
編
輯
『
金
石
図
解
』
に
は
「
珪
石
ハ
石
英
ノ
類
ニ
シ
テ
常
ニ
巌
石
ヲ

ナ
シ
産
ス
」
と
あ
り
、「
石
英
」
の
一
種
の
名
称
と
し
て
用
い
て
い
る
。

同志社女子大学　学術研究年報　第 67 巻　2016年98　（ 35 ）




